
1 区民意見（パブリックコメント、区民説明会、区民参画組織）の反映

■

1 38 ■水辺のまちサーキュラーＬＡＢ．の表中実施回数 38

芝浦港南地区版計画書（素案）から区民意見等を踏まえて修正した主な内容

＊簡易な修正等については省略し、主な修正点を掲載しています。

No 芝浦港南地区版計画書（素案）　〔令和５年１０月〕 芝浦港南地区版計画書　〔令和６年１月〕 担当課
P P

■水辺のまちサーキュラーＬＡＢ．の表中実施回数   下記のとおり表現を修正

寄せられた区民意見

水辺のまちサーキュラーＬＡＢ．について、現状では講座の実施が年間４
回、ワークショップの実施が８回を見込んでいるが、年次計画（スケジュー
ル）では、それぞれ３回と実施回数が減っているのが気になる。

芝浦港南
協働推進
課

芝浦港南
協働推進
課

ＳＫＤｓ未来の担い手育成プロジェクトの取組説明
 下記のとおり表現を修正
 子どもや学生、幅広い世代の大人を対象に企業や大学等と連携し、地域活
動や地域コミュニティに関する意識を高め、地域の魅力等について学ぶため
の講座やワークショップを実施します。講座等を通じて、地域活動やボラン
ティア活動を担う人材の育成を支援します。

寄せられた区民意見

ＳＫＤｓ未来の担い手育成プロジェクト」の提言の反映状況では、幅広い世
代の人々がまちの課題について学ぶ機会を提供するとなっている。年齢層で
区分けをするのか、地域のために未来を担う人材を育成する取組に参加した
い方を対象としているのかというのを確認したい。提言を踏まえると幅広い
世代の人を対象としていると考えたほうが良いと思う。

2 60 62■ＳＫＤｓ未来の担い手育成プロジェクトの取組説明
　若年層を対象に企業や大学等と連携し、地域活動や地域コミュニティに関する
意識を高め、地域の魅力等について学ぶための講座やワークショップを実施しま
す。講座等を通じて、地域活動やボランティア活動を担う人材の育成を支援しま
す。
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２　区議会の意見を踏まえた修正

4 26 ２　施設等位置図
（１）主な公共施設

26 みなとパーク芝浦・芝浦港南地区総合支所のアイコンを、他の施設より目立たせる
よう大きく表記します。各施設名の前に種類別の色分けの印を配置し、施設の種類
が分かりやすいように修正しました。

No 芝浦港南地区版計画書（素案）　〔令和５年１０月〕 芝浦港南地区版計画書　〔令和６年１月〕 担当課
P P

常任委員会における意見

26頁の施設位置図は、芝浦港南地区の計画は全部黒字で表記されている。他
支所は、建物の性質によりアイコンでの色分け等がされていている。初めて
の人に分かりやすい表記が良いと思う。施設分けをしたアイコンなどの変更
はできないか。
また、初めて見る人にも分かるように、各地域の総合支所の位置を地図で分
かりやすく表記したほうが良い。

芝浦港南
協働推進
課

芝浦港南
協働推進
課

「歴史と文化がつなぐ地域交流事業」の提言には、なぜ交流しているのか分
かりにくいため、交流のきっかけになったことをプログラムに取り込むと良
いと書いてあるが、具体的にどのようなことを実施するという企画内容は計
画の中でははっきり分からない。提言に対応する具体的な企画内容の話が聞
けると思っていた。

寄せられた区民意見

■歴史と文化がつなぐ地域交流事業の事業内容  下記のとおり表現を修正
（にかほ市との交流）
平成22(2010)年は、白瀬矗隊長率いる日本で初めての南極探検隊が芝浦の地を出
港して100年に当たりました。
これをきっかけとして、芝浦港南地区総合支所と白瀬隊長の出身地である秋田県
にかほ市とで、相互地域文化交流促進及び子どもの健全育成に寄与する交流事業
として、毎年夏休みに芝浦港南地区在住・在学の小学校４年から６年生の児童
が、にかほ市を訪れ、湿原散策、野菜の収穫、そば打ちなど、都会暮らしでは味
わえない体験ができる夏休み自然体験教室を実施しています。
（柳津町との交流）
福島県柳津町が、お台場15周年花火大会の花火師を、復興交流の花火大会に招い
たことがきっかけとなり、柳津町と台場地域の交流が始まりました。
花火をきっかけとして交流が始まったことから、毎年柳津町で開催される「霊ま
つり　流灯花火大会」の開催時期に合わせて訪問日程を決定し、花火の鑑賞を中
心に据えた交流プログラムを港区青少年対策お台場地区委員会と連携し企画、運
営しています。夏は台場地域の子どもたちが柳津町を訪問し、冬は台場地域に柳
津町の子どもたちが訪れる交流を行っています。

■歴史と文化がつなぐ地域交流事業の事業内容
（にかほ市との交流）
平成22(2010)年は、白瀬矗隊長率いる日本で初めての南極探検隊が芝浦の地を出
港して100年に当たりました。
これをきっかけとして、芝浦港南地区総合支所と白瀬隊長の出身地である秋田県
にかほ市とで、相互地域文化交流促進及び子どもの健全育成に寄与する交流事業
を実施しています。
（柳津町との交流）
福島県柳津町が、お台場15周年花火大会の花火師を、復興交流の花火大会に招い
たことがきっかけとなり、柳津町と台場地域の交流が始まりました。
例年、夏は台場地域の子どもたちが柳津町を訪問し、冬は台場地域に柳津町の子
どもたちが訪れる交流を行っています。

73713

2



３　素案公表以降の状況変化等に伴う修正

No 芝浦港南地区版計画書（素案）　〔令和５年１０月〕 芝浦港南地区版計画書　〔令和６年１月〕 担当課
P P

芝浦港南
協働推進
課

変更理由
令和６年能登半島地震を踏まえて記載を修正しました。

1 42 現状と課題
〇区民意識調査では、地域の課題として「地域の防災」を選んだを選んだ回答の割
合が最も高くなっており、期待度・重要度ともに高くなっています。また、防災関
連事業への参加意欲についても、34.6%と全ての地域事業の中で特に高い割合となっ
ており、今後も地域住民や事業者等と連携して防災力を高めていく必要がありま
す。

42 現状と課題　下記のとおり表現を追加
〇区民意識調査では、地域の課題として「地域の防災」を選んだを選んだ回答の割
合が最も高くなっており、期待度・重要度ともに高くなっています。また、防災関
連事業への参加意欲についても、34.6%と全ての地域事業の中で特に高い割合となっ
ており、令和６（2024）年1月に発生した「令和６年能登半島地震」の甚大な被害状
況を踏まえ、今後も地域住民や事業者等と連携して防災力を高めていく必要があり
ます。
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